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「立春」を過ぎ、少しだけ暖かさを感じることができた２月５日（木）の午後、令和８

年度新入生説明会が行われました。令和８年度に入学予定の新入生（６年生）は１０５名。

３つの小学校から集まった６年生は、入学まで２か月を切り、小学生としての生活も残り

わずか、「中学校」という言葉が少しずつリアルになってきたのか、「不安な気持ち」と、

「よし頑張るぞ！」という気持ちが入り交じっているようすでした。そんな６年生へ、１、

２年生が、先輩としてのプレゼントを準備してくれました。新生徒会長が「玉中は生徒全

員が仲良く、みんなが笑顔で、学習や部活動、学校行事にも全力で取り組んでいます。４

月からは、新入生の皆さんも一緒に玉中で頑張ることを楽しみにしています！」と温かい

メッセージを送ったあと、１、２年生全員による歓迎の気持ちを込めた全校合唱を新入生

に披露しました。インフルエンザによる学年閉鎖等もあり、なかなか計画どおりに練習が

進まず苦労もありましたが、１、２年生だけで創り上げた全校合唱「HEIWAの鐘」は、こ

の合唱を聴いた新入生が「ぞくぞくするほど感動した合唱だった」と感想を伝えてくれた

ように、間違いなく新入生１０５名の心に鳴り響いたようでした。また、新生徒会本部役

員による「玉中生徒会活動の説明」や、グループに分かれて案内した「校舎めぐり」も玉

中の素敵な授業や雰囲気、全員が仲良く笑顔で頑張っているようすや、先輩としての思い

が伝わったと思います。４月からは、新入生と一緒に玉幡中で学んで良かった、玉幡中は

素晴らしい学校だ！と今よりさらに誇れる学校となるよう、頑張ってください。 
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小中連携の取組として、中学生と小学生が一緒に活動する機会を年に数回設けています。

２学期には、陸上記録会に向けて練習に励む小学生と、本校陸上部の生徒が一緒に汗を流

しました。中学生が優しく声をかけたり、手本を示したりする姿が見られ、頼もしさと成

長を感じる時間となりました。 

今年度は、新たに中学校教員が小学校で 

授業をする「出前授業」と、吹奏楽部によ 

る「出張演奏会」も始めました。２月３日 

（火）には玉幡小学校で国語と数学、１２ 

日（木）には竜王西小学校で数学と理科の 

出前授業を行いました。専門教科を教える 

とはいえ小学生を前にした先生たちは少し 

緊張した様子でしたが、６年生が真剣なま 

なざしで話を聞き、意欲的に取り組む姿に 

触れ、授業後には「どちらの小学校の６年 

生も意欲的に一生懸命取り組んでいて、う 

れしかった」と笑顔で話してくれました。 

また、２月４日（水）には玉幡小学校の 

体育館で、吹奏楽部による「出張演奏会」 

を開催しました。１１人の部員が心を込め 

て演奏した「ジブリメドレー」、「スパーク 

ル」、「私は最強」の３曲の音色が体育館い 

っぱいに広がり、１～６年生の子どもたち 

は体を揺らしながら、時には手拍子をして楽しみ、会場が一つになった温かな演奏会でし

た。１７日（火）には竜王西小学校でも開催する予定です。 

このような小中連携の取組は、小学生にとっては中学校生活への期待がふくらみ、中学

生にとっては自分自身の成長や役割を改めて実感できる――そんな時間になっています。

年齢を越えて関わる中で、憧れや思いやりの気 

持ちが自然と育まれていることも、大きな成果 

の一つです。このような交流は、双方にとって 

かけがえのない学びの機会です。子どもたち同 

士がふれ合い、刺激を受け合う中で、確かな成 

長の芽が着実に育まれていることを感じます。 

これからも地域の小学校とのつながりを大切に 

しながら、子どもたち一人一人の健やかな育ち 

を、あたたかく支えていきたいと考えています。 


